
香川県農業の地域環境特性とその成長規定要因  

一地域産業連関構造とその推移を中心として－  

加賀爪  優  

第1節 は じ め に  

本章の課題は，香川県農業の地域環境特性とその成長規定要因について論じることで  

ある。その際，1980年代に入って広域的に導入されてきた巨大公共投資の波及効果が県  

内産業部門間にどのような影響をもたらしたかという点について検討する。分析手法と  

しては，地域環境特性については主成分分析を，また香川県農業の成長規定要因につい  

てはシフト・シェア分析を適用する。さらに，県内産業構造については，農業を中心と  

する香川県産業連関表による分析を用いる。   

陸海空を通じた高速輸送体系の実現を目指して，1988年4月瀬戸大橋が開通し，1989  

年12月には新高松空港が開港した。また四国横断自動車道に関しても，明石海峡大橋の  

完成に向け整備が進められている。この3大プロジェクトの中でも，瀬戸大橋の開通は，  

香川県経済全体にとって，企業立地の増加や観光客の倍増など，大きな効果をもたらした。  

今後，本州四国連絡橋3ルートの完成など，3大プロジェクトの整備の進展により，瀬  

戸内圏一体としての活性化が期待されるなかで，関西国際空港の開港による外的インパ  

クトを活用して，高速輸送体系の整備に対応した流通の合理化，加工施設の整備促進な  

ど付加価値の向上が重要な課題とされている。   

このように香川県経済はこれらプロジェクトにより全般的には活性化されたが，その  

反面，農業部門は必ずしもこうした環境変化に有利に順応したとは言い難く，岡山県側  

の商圏に組み込まれたという指摘もある。   

香川県の農家人口や農業生産額は，全国の約百分の一の水準にあり，1農家当たりの  

耕地面積は全国平均の半分以下である。しかし，自然条件に恵まれており，耕地率と耕  

地利用率は全国平均を7ポイント以上上回っている。また1農家当たりの機械所有台数  

は全国一であり，農地の高度利用により規模の零細性をカバーしつつ，米作を中心に野菜，  

果樹，畜産などを組み合わせた複合経営により，土地生産性の高い農業を営んでいる。  

近年，特に東京や大阪など大消費地への食料供給県としての重要性を高めつつある。  

第2節 香川県農業の地域区分と地域環境特性   

香川県の地域区分は，その目的により幾つかの方法でなされている。まず，その第1は，  
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地理的自然的条件による地帯区分である。これは，海岸線の方から山手側に向かって，  

東西に広がる4つのゾーンに分類されている（図1）。つまり，1．島藷ゾーン，2．臨旛  

ゾーン，3．平野ゾーン，4．丘陵ゾーンの4つのゾーンである。島藷部の多くの部分は  

瀬戸内海国立公園に指定されており，自然環境や観光資源に恵まれている。臨海部は人  

口も多く都市地域であり，工業，商業，サービス業の集積度合いが高い地域である。平  

野部は県中央部に位置し，水田や畑などの生産緑地の比重が高い地域であり，また溜め  

池が多数点在し線豊かな田園地帯に市街地，集落地が点在し，その中に高速交通網の整  

備が急速に進展しつつある地域である。さらに丘陵部は国道377号線などの幹線道路や大  

規模農道，広域基幹林道の整備が図られており，森林や上流河川の清流を利用したレク  

レーション施設やリゾート地帯が形成されている地域である。これらは，主に，地勢的  

自然的条件や交通条件に応じた区分であり，県域全体で均衡ある発展方向を全産業的視  

野で模索するのに適した区分になっている。   

他方，農業を主体とする産業活動に関しては，これとは別の類型化に基づいて地域区  

分がなされている。例えば，「香川県農業計画」（文献〔3〕）における区分では，次の6  

区分に分類きれている。つまり，1．大川地域，2．小豆地域，3．高松地域，4．綾歌地域，  

5．仲多度地域，6．三豊地域の6地域である。それぞれの地域に属する市町村グループ  

を地図上に示すと図2のようになる。   

まず最初に，香川県農業の概要を理解する意味で，「香川県農業計画」による分類に従っ  

て，各地域区分ごとの農業の特徴を整理しておこう。  

（1）大川地域（図3a）   

この地域は，香川県束部に位置し，農業租生産額は141億円で県全体の12％を占め，ま  

た農業就業人口は9916人でこれも県全体め12％に当たる。専業農家率は12％で県平均の  

12．7％をやや下回っている。他方，耕地利用率は119．3％であり，これも県平均の119．2％  

とほぼ一致しており，また，圃場整備率は27％となっている。県平均を大きく下回って  

いるのは，複合経営農家率であるが，その他の尺度では殆ど県平均に近くなっている。  

部門別農業租生産額については，果樹と野菜の比重が県に比べて低く，その分，畜産の  

比重が高くなっている。  

（2）小豆地域（図3b）   

この地域は，瀬戸内海に浮かぶ小豆島からなる地域で，大川地域とは違って，県平均  

とは大きく異なった農業特性を示している。農業租生産額は31億円と小さく，県全体の  

3％程度にすぎない。農業就業人口は県全体の3．5％と僅かであるが，専業農家率は県平  

均より高い。しかし耕地利用率は93．6％と低く県平均を下回っている。県平均に比べて，  

果樹と花きの比重が圧倒的に高く，米麦と畜産の比重が低く，特に水田率が他地域に比  

べて低いのが特徴である。地域の農業特性を県全体と比較すると，農業所得率，10アー  

ル当たり生産農業所得および1戸当たり基幹的農業従事者数に関して，県を上回ってい  
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図1香川県の地域区分（Ⅰ）  

図2 香川県の地域区分（Ⅰ）  
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るが，1戸当たり耕地面積，1戸当たり機械所有台数，複合経営農家率，農地の流動化  

率および耕地利用率に関しては県平均を大きく下回っている。  

（3）高校地域（図3c）   

県庁所在地を含むこの地域では，農業租生産額も242億円と比較的高く，県全体の21％  

を占めている。農業就業人口は22077人と県全体の27．1ヲ‘を占めているが，専業農家率は  

11．4％で県平均を下回っている。これはこの地域が県庁所在地であり，他地域以上に雇  

用機会に恵まれていることを反映している。部門別農業租生産額の構成割合では，県全  

体に比べて，米麦の比重が高く，畜産，青果物で比較的低い。県平均と比較した高松地  

域の農業特性について検討すると，図に示すように耕地利用率以外の全ての指標に関し  

て県を下回っている。特に，10アール当たり生産農業所得と1戸当たり基幹的農業従事  

者数においては県を大きく下回っている。  

（4）綾歌地域（図3d）   

瀬戸大橋の通過する坂出市を含むこの地域では，農業租生産額は171億円で県全体の  

15％を占め，また農業就業人口は，14041人で県全体の17％にあたる。従って，就業人口  

1人当たりの農業租生産額は県平均を下回っていることになる。また，専業農家率は  

11．6％と県を下回っているが，耕地利用率120．7％と農地流動化面積率，複合経営農家率  

は僅かに県平均を上回っている。逆に1戸当たり機械所有台数，1戸当たり基幹的農業  

従事者数，農業所得率および10アール当たり生産農業所得などの農業特性指標に関して  

は県平均を大きく下回っている。但し，1戸当たり耕地面積は県平均と殆ど同じ水準と  

なっている。部門別の農業租生産額の構成についてみると，米麦と果樹の比率が高く，  

野菜，花き，畜産の比重が低くなっている。このように米麦の比重の高い地域ほど，反  

当たり生産農業所得は相対的に低くなる傾向が確かめられる。  

（5）仲多度地域（図3e）   

香川県の北西部に位置するこの地域は，農業租生産額は157億円で県全体の14％を占め  

ており，農業就業人口は13149人で同じく県全体の16％を占める。それ故，綾歌地域と同  

様に就業人口一人当たりの農業租生産額は県平均を下回ることになる。専業農家率は  

11．1％で県平均を大きく下回っている。耕地利用率，農家所得率および1戸当たり耕地  

面積は県平均程度であるが，1戸当たり基幹的従事者数と10アール当たり生産農業所得  

については，県平均を大きく下回っている。他方，農地流動化面積率は6．4％と県下一で  

あり，複合経営農家率と1戸当たり機械所有台数についても県平均を上回っている。また，  

農業就業者の高齢化率についてみると63．2％であり，県平均の61．1％を上回っている。   

部門別農業租生産額の構成割合については，県平均に比べて米麦と野菜の比重が相対  

的に高く，果樹と畜産の比重が低い。  

（6）三豊地域（図3f）   

三豊地域は香川県の西端に位置し，農業租生産額は408億円と県全体の35％を占め，県  
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図3b／ト豆地域の農業租生産額の構成割合と農業特性（平成元年，2年）  
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下一の比重を占めている。また，農業就業人口についても19849人で，県全体の24．2％を  

占めて，高松地域についで2番目に高い比重となっている。このことは，農業就業者一  

人当たりの農業租生産額は県平均を大きく上回っていることを示している。さらに，専  

業農家率も15．4％と他の地域に比べて圧倒的に高く，耕地利用率130％も県平均を上回っ  

ており，圃場整備率も40％と他の地域を上回っている。三豊地域の農業特性指標をみると，  

農地の流動化率が県平均を下回っていること以外は，他の全ての指標で県を上回ってお  

り，特に，10アール当たり生産農業所得と1戸当たり基幹的農業従事者数，複合経営農  

家率については県平均を大きく上回っている。また，この地域の部門別農業租生産額の  

構成割合を見ると，米麦の比重が小さく，野菜，果樹，畜産の比重が大きい。花きは県  

平均とほぼ同比率となっている。  

第3節 主成分分析による地域類型  

次に，これらの地域区分は，単に行政上あるいは地域整備上の分類であるが，地域の  

農業諸特性をより適格に反映させた区分として，主成分分析による地域類型を検討して  

おこう。まず，各地域の農林業関連の基本統計指標として，各地域共通に利用可能なつ  

ぎの指標を選択する。   

表1は，香川県全市町村とその地域類型を示したものである。この43の市町村につい  

て香川県農業統計により基本統計指標（表2）を選び出し，主成分分析を適用したのが，  

表3である。この表は，各主成分ごとの固有値，累積寄与率，因子負荷量を示している。  

第3主成分までの累積寄与率が0．788であることから，この3つの主成分で地域特性全体  

の動きの78％以上が集約されて説明されることが分かる。また，各主成分ともとの基本  

統計指標との相関関係（因子負荷量）の組み合わせから，第1主成分は地域における農  

業の比重（農家率の高さ）と農地の流動性の高さ及び兼業農家の比重を示す尺度である  

と考えることができる。また第2主成分は，林業など水田稲作以外の一次産業の比重を  

示す尺度と見なすことができる。第3主成分は農業租生産額の大きい専業農家等の比重  

を示す尺度であると考えられる。言い換えれば，第1主成分は農業の量的面的比重を表  

すのに対して，第3主成分は農業の質的比重を表すものと読むこともできる。なお，こ  

こでの分析は，農林業内での特徴を中心とした地域類型化を主たる目的としたので，基  

本統計指標は，農林業関連でかつ全市町村に共通に得られるもののみを選定した。   

表4は全市町村についての各主成分得点を示したものである。こ／のうち，第1，第2  

主成分得点のみに注目して，横軸に第1主成分得点をとり，縦軸に第2主成分得点をとっ  

て二次元座標に各市町村をプロットすると図4のようになる。ここで第3主成分が捨象  

されることになるがこのことによる情報量のロスは表3から13．3％である。この図にお  

いて，第1象限は農業の比重が高く，農地の流動性が大であり，また林業など水田以外  

－98－   



加賀爪優：香川県農業の地域環境特性とその成長規定要因  

表1 市町村分類  

番   農業地域  番   農業地域   

市 町  市 町  

Eコ 臼  類  型  号  類  型   

ロ  高松市  都  市  23  直島町  中、聞   

2‘  丸亀市  都  市  24  綾上町  中  間   

3  坂出市  都  市  25  綾南町  平地   

4  善通寺市  都  市  26  国分寺町  都  市   

5  観音寺市  都  市  27  綾歌町  平 地   

6  引甲市  中  間  28  飯山 町  平 ●地   

7  白鳥町  中  間  29  宇多津町  都1市   

8  大内町  中  間  30  琴南町  山  間   

9  渾由町  中  間  31  ′満濃町  平  地   

10  大川 町  中  間  ・32  琴平町  周ミ  市   

田  志度町  都 市  33  多度津町  都 、市   

12  寒川町  中 ・間  34  仲南町  中 間   

四  長尾町  中  間  35  高瀬町  平  地   

14  内＼海町  ヰ 間  36  山本町  平  地   

15  土庄町  ヰ間  37  三野町  平  地   

16  池田 町  中 ’間  38  大野原町  平  地   

17  三木町  平  地  39  豊中 町  平  地   

18  牟礼町  ′都  市  40  詫間 町  平 

19  庵治町  平、 地  41  仁尾町  平  地   

20  塩江町  山  間・  42  豊浜町  平  地   

21  香川 町・  平 地■  43  財 田 町  中  間   

22  香南町  平  地  県  計  43   

表3 香川県農業の主成分分析結果  

第1主成分  第2主成分  第3主成分   

固有値   3．572   2．323   1・2q4   

寄与率   0．6   0．258   0．鱒   

累積寄与率   0．396   0．655   0．788   

農業粗生産額   0．198  －0．196   0．540   

農家率   0．370   0．429   0．092   

専業農家率   －0．364   0．217   0．391   

農家人口率   0‘387   0．410   0．096   

耕地寧  0．367  －0．351   0．283   

水田率   0．329  －0．277  －0．462   

森林比率   ⊥0．177   0．532  －0．260   

1戸当たり  0．388 0．276   0．218  

耕地面積  

農地利用権  0．336   0．024  －0．355   

定率   

表2 農業統計指標  

平 均  標準偏差  変動係数   

農業租生産額  2550．5  2454．4   0．96   

農家率   30．5   18．4  0．60   

尊貴農家率   13．9   5．3  0．38   

農家人口率   37．3   20．1  0．   

耕地率   21．9   11．3  0．51   

水田率   73．1   21．4  ・29   

森林率   43．9   20．白  0．46   

1戸当たり  65．6   15．3  0．23  

耕地面積  

農地利用権  5．5   2．8  0．51   

硬定率  

（単位：百万円，％，アール）  
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表4 香川県農業の主成分得点  

主成分得点1  主成分得点2  主成分得点3    主成分得点．1  主成分纏点2  主成分得点3   

0．40   －3．00   1．鱒  23  －5．49   b．71   0．69   

2  －0．35   －1．91   －0．72  24   2．82   2．一25   －1．52   

3  －0．91 －1．17   0．て5  25   2．14   －0．73   0．由   

4   0．71   －1．73   0．05  26  －0．62   －0．94   －0．81   

5   0．88   －2．09   1．61  2   2．ね   －0．11   －0．02   

6  －0．29   0．92   －1．68  28   1．06   －1．52   0．52   

7  －0．21   0．81   －1．82  29  －2．17   －2．12   －0．39   

8   0．17   －0．32   －1．31  30   0．04  3．48   －0．48   

9  －1．23   －0．71   －0．98  31   1．96   0．63   －0．46   

10   0．92   0．86   －1．17  3 0．84   －2．08   －、1．71   

－0．42   －0．67   －0．58  33  －0．66   －1．43   0．16   

12   1．91   0．70   －1．37  34   1．50   3．07   0．13   

13   0．24   0．44   －0．20  35   1．87   0．31   2．40   

14  －3．87   1．05   －0．13  36   1．81   1．07   1．38   

15  －2．76   0．96   0．28  37   2．04   －0．56  －0．11   

16  －3．83   1．62   1．05  38   1．00   1．19   2．32   

17   0．84   －0．11   0．14  39   1．70   －1．03   0 

18  －1．28   －1．40   －1．12  40  －3．09   －0．10   0．44   

19  －1．49   －0．55   －1．17  41  －1．00   0．70   1．83   

20  －1．27   2．91   －0．15  42  －0．45   －0．02   1．04   

21  －1．30  －0．65  1．粥   2．78   0．98  

22   2．16  －0．89  －0．02   
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（注）図中の番号は表1の市町村番号を示す  

図4 主成分得点による各市町村の類型化  
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〈第Ⅳ象限〉Ⅲ  
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愛媛県 トノ  

徳島県  

図5 主成分分析による地域類型   

の一次産業の比重が高い市町村のグループを示している。また，第2象限は，農業の比  

重が低く，農地流動性も低いが，林業など水田以外の一次産業の比重は高い市町村のグ  

ループを示している。さらに，第3象限は，農業の比重も農地の流動性も低く，かつ林  

業など水田以外の一次産業の比重も低い市町村のグループを示している。第4象限は，  

農業の比重も農地の流動性も高いが，林業など水田以外の一次産業の比重が低い市町村  

グループを示している。   

この図によると，市町村番号43の財田町，24の綾上町，34の仲南町が第1象限での目立っ  

たグループを形成していることが分かる。これらは全て地理的には平地一山地区分での  

中間地域に属している点で共通している。また，第2象限では，市町村番号20の塩江町，  

16の池田町，14の内海町，15の土庄町，23の直島町が目立ったグループを形成している0  

また第3象限では，市町村番号29の宇多津町が比較的際だった位置にある。これは瀬戸  

大橋（児島一坂出ルート）の結節点に最も近い町であることを反映するものと思われる。  

また第4象限では，市町村番号1の高松市が第2主成分得点が全市町村中で最低の水準  

で目立った位置にある。つまり，林業など水田以外の一次産業の比重は香川県中で最低  

である。   

また市町村番号30の琴南町は第1主成分得点がほぼ0で中立的な位置にある。さらに，  

市町村番号40の詫間町，42豊浜町，17三木町，27綾歌町は第2主成分得点に関して，ほ  

ぼ0であり，中立的な位置にある。   

これらの結果を香川県の市町村地図に塗り分けたのが図5である。同図において，第  
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1象限に分類された市町村を白地で示し，第2象限に分類された市町村は左下がりの斜  

線を施している。また第3象限に分類された市町村は横線で示し，第4象限に分類され  

た市町村は縦線で示している。   

これを，冒頭で示した既存の地域類型区分と比べるとかなり異なっていることが分か  

る。これは，既存の地域類型が農業内部の属性だけではなく，地形的自然的属性や全産  

業の経済活動からの属性情報をも含めて地域整備上の視点から地域類型を行っているか  

らである。その点，本節の主成分分析による地域区分は農林業中心の統計情報のみによ  

る区分であるためこれとは異なった視点に焦点を当てた類型化となっている。   

現地での調査によれば，山手側に東西に走るゾーンは，米作地帯の中でも美味しい米  

の出きるゾーンとして認識されており，地図に示した第1象限と第2象限の地域がこの  

ゾーンに対応するものと思われる。   

また，既存の類型区分が東西に並ぶブロックに地帯区分されているのに対して，この  

主成分分析による類型化は南北方向の区分と東西方向の区分が入り組んだ複雑な分布を  

示している。より正確な地域区分を得るには，もう少し多くの統計指標を使用する必要  

があろうが，入手しうる限られた資料からの第一次近似としての意味はあろうと思われ  

る。  

第4節 香Jtl県農業成長のシフト・シェア分析  

前節までの記述においては，香川県内の空間的広がりについての地帯区分を行ってき  

た。ここでは，時間的広がりに関して，その農業成長の規定要因について検討しておこう。  

香川県における特定の農業部門についてその租生産額の1985年から1993年にかけての実  

際の増加額を，全国の全農業部門の平均増加率，全国の当該農業部門の増加率および香  

川県の当該農業部門の増加率を用いて次のような恒等式に表現する。この時，右辺の第  

1項は，香川県の当該農業部門の租生産額が全国の全農業部門の平均増加率と同率で増  

加した場合に達成される増加額を示している。つまり，全国段階で農業部門全体に見ら  

れる傾向的トレンドに沿った成長効果（縁戚長効果）である。また第2項は，全国レベ  

ルで当該部門の増加率と全農業部門の平均増加率との差に起因して生じる香川県の当該  

農業部門の増加額である。つまり，この項は全国的に見て当該部門が他の部門よりも相  

対的に成長部門であったことに起因する成長効果（部門成長効果）である。さらに第3  

項は，当該農業部門に関して，香川県の増加率と全国の増加率との差に起因して生じる  

香川県の当該農業部門の増加額である。つまりこの項は，当該農業部門に関して，香川  

県が全国平均を上回って成長したことによる成長効果（地域成長効果）を示している。   

ここで用いる成長要因の分解は，次式で示される。  
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△Ⅹi＝Ⅹi（t）－Ⅹi（0）  

＝gi■Ⅹi（0）  

＝Go・Ⅹ．（0）＋（Gi－Go）・Ⅹi（0）十（gi－Gi）・Ⅹi（0）……… （1）  

（総成長効果） （部門成長効果）  （地域成長効果）   

ここで，Ⅹi（t）＝香川県の1993年のi部門粗生産額  

Ⅹi（0）＝香川県の1985年のi部門租生産額  

G。 ＝全国の1985年から1993年にかけての農業租生産額の増加率  

Gi ＝全国の1985年から1993年にかけてのi部門租生産額の増加率  

gi ＝香川県の1985年から1993年にかけてのi部門租生産額の増加率  

つまり，左辺の租生産額増加額が右辺第1項の練成長効果と第2項の部門成長効果お，よ  

び第3項の地域成長効果に分解される。   

表5はこの分析に用いる香川県と全国の部門別租生産額のデータである。また表6は  

これにシフト・シェア分析を適用した結果である。次の表7は，これらの成長要因の組  

み合わせにより，各部門（農産物の各品目）を類型化したものである。まず，この期間  

に租生産額が増加した部門（芋，野菜，花き）と減少した部門（果実，肉牛，乳牛，そ  

の他排種，その他畜産，加工農産物，米，雑穀，豆類，豚，鶏，麦，工芸作物，養蚕）  

に分けられる。   

前者のグループについて，さらに検討すると，芋は，上式の第一項（練成長効果）は  

マイナスであるが，第2項（部門成長効果）と第3項（地域成長効果）はプラスである。  

つまり，香川県の宇部門は，もし全国の全農産物の平均成長率と同率で推移したならば，  

減少していた筈であるが，実際には全国的に芋の伸びは全国レベルの全農産物の平均増  

加率に比べて相対的に大きかったこと，さらに，芋という品目に限定した場合，香川県  

の増加率は全国の増加率を上回っていたことから，これらのプラスの効果が全国レベル  

の全農産物平均のマイナス成長からの効果を上回ったためこの期間に香川県の芋租生産  

額が増加したことを示している（農産物類型A）。   

次に，同じく同期間に租生産額が増加した野菜と花きについては，第1項（練成長効果）  

と第3項（地域成長効果）はマイナスであるが，第2項（部門成長効果）はプラスである。  

つまり，全国的傾向も衰退傾向で，且つ，香川県の野菜と花き部門の成長は全国レベル  

のその部門の成長率よりも低かったが，野菜と花きの成長率が全国的に全農産物の平均  

的成長率よりも高かったため，前2者のマイナスを上回って増加したことになる。香川  

県農業の中で野菜と花き（類型B）は将来性のある成長部門であるが，これはその品目  

自体の特性によるものであって，この品目に限定すれば，香川県の伸びは全国平均を下  

回った増加でしかなかったことを示している。   

他方，この期間に租生産額が絶対的に減少した農産物は右辺の3つの項（3つの成長  

成分）の正負の組み合わせにより，次の3つのタイプに類型化できる。  
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表5 部門別租生産額（単位：百万円）  

香川県  全 国  

部門  1985   1990   1993   985   1990   1993   

米   3505．5 2450   2940  374460．3   309220   279970   

麦   559．9   290   140   22034   18230   13190   

雑穀・豆類   61．1   50   50   12672．4   11350   9520   

芋類   142   210   210   25722」2   26芦60   26710   

野菜   2769．6   3190   3290  195661．7   245420   251030   

果実   1076．5   990   800   87148．1   93450   80630   

花き   444．3   70   630   22886．3   38420   44390   

工芸作物   639．4   240   150   50732．7   42670   39460   

その他耕種   226．5   150   160   13608．1   13220   13850   

養蚕   4．6   0   0   8499．7   4670   1850   

肉用牛   638．1   570   460   50075．6   58250   48540   

乳用牛   780．1   700   580   91378．7   92390   84660   

豚   721．8   390   290   91454．3   70390   57490   

鶏   1890．1   1600   1170   95237．3   88880   75000   

その他畜産   11．5   10   0   6196．9   8320   6700   

加工農産物   5．2   0   0   7675．2   6730   7710   

合計   13476．2   11540   10870  1155443．5   1127870   1040700   

表6 地域変動効果（香川県対全国1985－93）（単位：百万円）  

部門   成長額  総成長効果  部門成長効果  地域成長効果  寄与率   

米   T565．5   －348．1   －536．4   319．1  21．7％   

麦   －419．9   －55．6   －169．1   －195．2  16．1％   

雑穀・豆類  －11．1   －6．1   －9．1   4．1   0．4％   

芋類  68．0   －14．1   19．6   62．5  －2．6％   

野菜   520．4   －275．0   1058．8   －263．3  －20．0％   

果実   －276．5   －106．9   26．4   －196．0  10．6％   

花き   185．7   －44．1   461．6   －231．8  －7．1％   

工芸作物  －489．4   ⊥63．5   －78．6   －347．3  18．8％   

その他耕種  －66．5   －22．5   26．5   －70．5   2．6％   

養蚕   －4．6   －0．5   ⊥3．1   －1．0   0．2％   

肉用牛   －178．1   －63．4   43．8   r158．5   6．8％   

乳用牛   －200．1   「77．5   20．1   －142．7   7．7％   

豚   －431．8   －71．7   －196．4   －163．7  16．6％   

鶏   －720．1 －－187．7   －213．9   －318．5  27．6％   

その他畜産  －11こ5   －1．1   2．1   －12．4   0．4％   

加工農産物  －5．2  －0．5   0．5   －5．2   0．2％   

合計   －2606．2  －1338．3   452．6  ⊥1720．5  100．0％   
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表7 シフトフェア分析による農業成長の規定要因とその類型化  

部門  成長 成 分 類型   該当農産物  

成量  

効果   効果   

全国的  芋  

衰退  

絶対増  （＋）   （＋）   

（＋）  野菜，花き   

衰退  

（＋）   

皇国的  相対的  相対的   果実， 

C   

絶対減  （＋）   加工農産物  

全国的  相対的  相対的   米，雑穀，豆類，豚，  

D     衰退  
（＋）  

全国的  麦，工芸作物，養蚕  

部門衰退  

まず，果実，肉牛，乳牛，その他耕種，その他畜産，加工農産物のグループ（類型C）  

に関しては，これらの品目は，総成長効果と地域成長効果はマイナスであるが，部門成  

長効果はプラスのグループである。これら諸効果の符号の組み合わせは，類型B（野菜，  

花き）と同じであるが，異なるのは，部門成長効果のプラスの影響が他の2つの成長成  

分のマイナスの効果を下回っているため，全体としては減少した点である。   

また，米，雑穀，豆類，豚，鶏のグループ（類型D）は練成長効果と部門成長効果が  

マイナスで，地域成長効果がプラスのグループである。前者2者のマイナスの効果が後  

者のプラスの効果よりも大きかったため，全体としては減少している。このグループは  

全国的には衰退傾向にある品目であるが，香川県農業においては，芋（類型A）ととも  

に租生産額の伸びが他の生産地域の平均を上回った数少ない品目である。   

さらに，麦，工芸作物，養蚕のグループ（類型E）は，練成長効果，部門成長効果，  

地域成長効果の3つともマイナスであったため，その租生産額は絶対的に減少したので  

ある。これらは，全国的に衰退傾向にある農産物であることに加えて，香川県は全国的  

傾向以上に伸び悩みの状態にあったことになる。麺類の消費が多い香川県でもその原材  

料としての麦類は多くは他地域からの移入または海外からの輸入に依存する傾向が強  

まっていることを示している。   

こうして見ると，特に地域成長効果に注目して検討すると，香川県が他の地域と比較  

して，相対的に競争力を高めて租生産額のシェアを伸ばしたのは，類型Aの芋と類型D  

の作物グループ（米，雑穀，豆類，豚，鶏）だけである。また部門成長効果に注目して  
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検討すると，全国レベルで成長農産物といえるのは類型A，BとCである。つまり主と  

して青果物と畜産であり，逆に穀類と畜産の一部は衰退傾向の農産物といえる。   

言い替えれば，類型Aは全国的に成長農産物であり，これについて香川県は他の生産  

地域以上の伸びを示したが，類型BとCに関しては，それが全国的には成長農産物であっ  

たにも拘らず，香川県は他の生産地域と比べて，比較劣位の状態に甘んじてきたことを  

示している。他方，類型DとEは，全国的に衰退傾向にある農産物であるが，このうち  

類型Dについては，この衰退農産物に関して香川県は他の生産地域を上回る伸び率を示  

した部門であり，租生産額の絶対額は減少したが，産地間競争に打ち勝って相対的な租  

生産額シェアは上昇した部門である。また類型Eは，全国的に衰退農産物であるのに加  

えて，香川県は他の生産地域よりも低い伸び率を示した部門であり，産地間競争にも敗  

れて租生産額シェアを低めた部門である。  

第5節 香Jtl県の農業部門を中心とした産業連関表  

表8は香川県の農業部門を中心とした産業連関表である。全体で91部門からなるもと  

の表を農業部門を細分化したうえ，他の部門は大幅に集計したものである。   

産業連関表の各数値を各部門の総生産額で割ると投入係数行列Aになる。ここで，産  

出列ベクトルをX，最終需要列ベクトルをFとすると，  

A・X＋F＝X  

X＝（l－A）‾1・F  ……… （2）  

この時，（卜A）‾1はレオンチェフの逆行列と呼ばれ，そのi，j要素bijは，第j産品1単  

位への最終需要に対し，それを満たすために直接的および間接的に必要とされる第i産  

品の究極的生産必要量を意味している。   

ここで，逆行列の列和（∑ibij）は，第j部門に1単位の需要があった場合，それが全  

ての産業に与える総効果を示すことになる。この効果の大きさを測るために，表の全部  

門の列和の平均値に村する第j部門の列和の相対的大きさを影響力係数という尺度で表  

現する。   

つまり，  

写bij  
l  

（i，j＝1，2，……，n）   ……… （3）   
Ej＝  

（∑∑bij／n）  
i  

ここで，nは内生部門の数である。この係数が1より大きい部門は，全産業に対する影  

響力が平均以上に大きいことになる。   

他方，逆行列の行和（∑jbij）は，各部門に最終需要が1単位ずつあった場合に第i部  
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門が影響を受ける度合いを示している。この行和の全部門平均値に対する特定部門iの  

行和の相対的大きさを感応度係数という尺度で表現する。つまり，  

∑bij   

j  

（i，j＝1，2，……，n）   ……… （4）  

（∑∑bij／n）  
ij  

この係数が1より大きい部門は，全産業の経済活動から受ける感応度が，平均以上に  

大きいことになる。   

前述の産業連関表（表8）を用いて各部門の影響力係数および感応度係数を計算する  

と表9のようになる。   

まず，影響力係数に注目すると，全産業部門の中で，この係数が1を上回っているのは，  

飼料・肥料部門1．257，食料品1．158，畜産部門1．155，漁業1．051，飲料部門1．037，次い  

で耕種部門1．027である。この他では，輸送・倉庫部門1．077，繊維工業部門1．001が1を  

上回っている。   

逆に影響力係数が小さいのは，農業サービス部門0．896，たばこ部門0．898，出版・印  

刷部門0．910，毛皮部門0．916となっている。   

このように，香川県の産業構造に関して，当該部門の経済活動が全経済に与える影響  

が平均以上に大きいのは，農業および農業関連部門に多いことが分かる。しかし，この  

係数が小さいのも農業サービス部門，たばこ部門や毛皮部門などのように一次産品関連  

の非食糧部門であることから，農業および農業関連部門は影響力係数に関して，大きい  

方と小さい方の両極端に位置していることがわかる。これに対して非農業部門の多くは  

中間的な値を示していることになる。   

他方，感応度係数に関して検討すると，大きいのは商業・不動産部門2．457，サービス  

部門2．027，化学製品部門1．308，耕種部門1．189，電気・ガスて水道部門1．037，食料品  

部門1．009となっている。逆に感応度係数が小さいのは，毛皮部門0．720，たばこ部門0．725，  

衣服部門0．726，飲料部門0．729となっている。このように全産業の経済活動から受ける  

影響が平均以上に大きいのは，主として第三次産業に多く，農業および農業関連産業で  

は小さいことが分かる。   

次に，付加価値係数について検討すると，付加価値率が最も高いのは，農業サービス  

部門0．720であり，次にたばこ部門0．700，商業・不動産部門0．684，サービス部門0．642，  

電気・ガス・水道部門0．540となっている。また逆に，付加価値率が低いのは，食料品部  

門0．276，製材部門0．278，畜産部門0．290，パルプ部門0．292となっており，概して第三  

次産業，特にサービス部門で高く，食程農業部門と林産業関連部門で低くなっているこ  

とが分かる。   

なお，輸入係数に関しては，最も高いのはたばこ部門1．182，ついで毛皮部門1．043，  
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衣服部門1．010となっており，逆に輸入係数が低いのは農業サービスと建築・土木部門の  

0．0は別として，商業・不動産部門0．159，漁業0．164，サービス0．168となっている。   

次に，表10は生産誘発係数を示している。この指標は，最終需要部門を構成する各項  

目（家計外消費，民間消費支出，政府消費支出，固定資本形成，在庫純増，移輸出）が  

1単位増加した時に各産業部門の生産を何単位誘発するかという値を示している。耕種  

部門について検討すると，最終需要の各項目の中で1単位の増加が最も大きく生産を誘  

発するのは，移輸出0．026であり，次いで民間消費支出0．010である。同様に畜産に関し  

ては移輸出0．0109，次いで在庫需要0．005，民間消費支出0．001となっている。同様に，  

農業サービスについても移輸出0．003が最も大きく，次いで民間消費支出0．001が大きい。  

また林業については移輸出0．0019，在庫需要0．0014が比較的大きく，民間消費支出  

0．0003はかなり小さい。漁業については，移輸出0．011が大きく，次いで民間消費支出  

0．004，家計外消費0．003となっている。ここで，家計外消費とは企業や政府等の接待用，  

事務用等に向けられる消費需要である。このように見てくると，香川県の農業および農  

業関連産業の生産はその多くの部分が他府県への移出または輸出により誘発されている  

ことが分かる。   

他方，この表を最終需要項目別に検討していくと，民間消費需要カざ1単位増加した時  

に最も大きな生産が誘発されるのは商業・不動産部門0．349である。次いでサービス部門  

0．345，輸送・倉庫部門0．049であり，食料品部門0．037がこれについでいる。他の農業・  

農業関連部門への生産波及効果は相対的に小さい。また政府支出が1単位増加した場合  

の生産誘発係数はサービス部門0．901で圧倒的に大きく，商業・不動産0．057，電力・ガ  

ス・水道0．036等の第三次産業で大きい。農林業関連産業では食料品部門0．0098，耕種部  

門0．0025，漁業部門0．0013と極めて小さい。さらに固定資本形成の増大による生産誘発  

係数は建築・土木0．647で圧倒的に大きく，商業・不動産0．124，サービス0．088，鉄鋼・  

機械0．069などで大きい。農林業関連産業部門では，耕種部門0．0014，畜産0．0011，食料  

品0．001と極めて小さい。   

次に，表11は付加価値誘発係数を示している。この指標は，最終需要部門を構成する  

各項目が1単位増加した時に各産業部門の付加価値を何単位誘発するかという値を示し  

ている。この指標によると，耕種部門に関して検討すると，最終需要項目の中でその1  

単位の増加が最も大きな付加価値を誘発するのは，移輸出0．014であり，次いで民間消費  

支出0．0057，家計外消費0．0029，政府消費支出0．0013となっている。同様に畜産部門に  

ついては，やはり移輸出0．0032が最も大きく，次いで在庫純増0．0016，民間消費支出  

0．0005，固定資本形成0．0003となっている。また，農業サービスについては，最終需要  

項目の中の移輸出が最も大きな付加価値0．0027を誘発し，次いセ民間消費支出0．001，在  

庫純増および家計外消費が共に0．0004となっている。他方，林業については，どの最終  

需要項目も極めて小さな付加価値しか誘発せず，移輸出0．0006，在庫純増0．0005で，あ  
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表9 付加価値係数・輸入係数・影響力係数・感応度係数表  

付加価値係数   輸入係数   影響力係数  感応度係数  

耕種  
畜産  
農業サービス  
林業  
漁業  
鉱物・資源  
食料品  
飲料  
飼料・肥料  
たばこ  

繊維工業  
衣服  
製材  
家具  
パルプ  

紙加工  
出版・印刷  
化学製品  
毛皮  
鉄鋼・機械  
建築・土木  
電力ガス水道  

商業・不動産  
輸送・倉庫  
サービス  
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注）表8の産業関連表より計算  

表10 生産誘発係数  

家計外消費  民間消費支出  政府消費支出  固定資本形成   在庫純増  

耕種  
畜産  
農業サービス  
林業  
漁業  
鉱物・資源  
食料品  
飲料  

飼料・肥料  
たばこ  

繊維工業  
衣服  
製材  
家具  
パルプ  

紙加工  
出版・印刷  
化学製品  
毛皮  
鉄鋼・機械  
建築・土木  
電力ガス水道  
商業・不動産  
輸送・倉庫  
サービス  

内生部門小計  

0．0107  0．0025  

0．0016  0．0007  

0．0014  0．0003  

0．0003  0．0001  

0．0041  0．0013  

0．0007  0．0006  

0．0370  0．0098  

0．0013  0．0004  

0．0003  0．0001  

－0．0019  0．0000  

0．0018  0．0002  

－0．0003  －0．0000  

0．0001  0．0001  

0．0011  0．0008  

0．0005  0．0006  

0．0036  0．0032  

0．0043  0．0051  

0．0229  0，0183  

－0．0002  －0．0000  

0．0159  0．0046  

0．0072  0．0069  

0．0307  0．0361  

0．3492  0．0573  

0．0497  0．0173  

0．3457  0．9017  

0．8879  1．0682  

0．0014  －0，0014  

0．0011  0．0055  

0．0003  0．0006  

0．0002  0．0014  

0．0002  0．0005  

0．0015  0．0022  

0．0010  －0．0001  

0．0000  －0．0007  

0，0001  －0．0003  

0．0000  0．0060  

0，0005  0．0026  

－0．0000  －0，0001  

0．0026  －0．0006  

0．0049  －0．0008  

0．0005  0．0001  

0．0011  0．0067  

0．0012  0．0006  

0．0319  0．0912  

－0．0000  －0．0007  

0．0697  0．1370  

0．6477  0．0019  

0．0091  0．0048  

0．1244  0．0411  

0．0310  0．0112  

0．0882  0．0217  

1．0185  0．3303  
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0．0054  

0．0008  

0．0006  

0．0002  

0．0034  

0．0006  

0．0217  

0．0024  

0，0001  

－0．0021  

0．0007  

－0．0001  

0．0002  

0．0017  

0．0009  

0．0073  

0．0056  

0．0230  

－0．0001  

0．0116  

0．0061  

0．0162  

0．1480  

0．0308  

0．6374  

0．9222  

注）表8の産業関連表より計算  
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表11付加価値誘発係数  

家計外消費  民間消費支出  政府消費支出  固定資本形成   在庫純増  

耕種  
畜産  
農業サービス  
林業  
漁業  
鉱物・資源  
食料品  
飲料  
飼料・肥料  
たばこ  

繊維工業  
衣服  
製材  
家具  
パルプ  

紙加工  
出版・印刷  
化学製品  
毛皮  
鉄鋼・機械  
建築・土木  
電力ガス水道  
商業・不動産  
輸送・倉庫  
サービス  

内生部門小計  

0．0029  0．0057  

0．0002  0．0005  

0．0004  0．0010  

0．0001  0．0001  

0．0015  0．0019  

0．0003  0．0004  

0．0060  0．0102  

0．0011  0．0006  

0，0000  0．0000  

－0．0015  －0．0013  

0．0002  0．0006  

－0．0001  －0．0001  

0．0000  0．0000  

0．0007  0．0004  

0．0003  0．0001  

0．0028  0．0014  

0．0029  0．0022  

0．0079  0．0079  

－0．0000  －0．0001  

0．0036  0．0050  

0．0026  0．0030  

0．0087  0．0166  

0．1013  0．2391  

0．0146  0．0235  

0．4098  0．2223  

0．5663  0，5410  

0．0013  0．0007  

0．0002  0．0003  

0．0002  0．0002  

0．0000  0．0001  

0．0006  0．0001  

0．0003  0．0008  

0．0027  0．0003  

0．0002  0．0000  

0．0000  0．0000  

0．0000  0．0000  

0．0001  0．0002  

－0．0000  －0．0000  

0．0000  0．0007  

0．0003  0．0020  

0．0002  0．0001  

0．0012  0．0004  

0．0027  0．0006  

0．0063  0．0110  

－0．0000  －0．0000  

0．0014  0．0217  

0．0029  0．2701  

0．0195  0．0049  

0．0393  0．0851  

0．0082  0．0146  

0．5797  0．0567  

1．6674  0．4708  
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注）表8の産業関連表より計算  

とは民間消費支出，固定資本形成，家計外消費支出が各々0．0001と小さい。漁業につい  

ては，移輸出0．0052が最大であり，次いで民間消費支出0．0019，家計外消費0．0015となっ  

ている。さらに食料品部門に関しては，移輸出0．0206が最も大きな付加価値を誘発し，  

次いで民間消費0．0102，家計外消費0．0060，政府消費支出0．0027と続いている。また飲  

料部門に関しては，移輸出0．0012，家計外消費0．0011，民間消費支出0．．0006となっており，  

飼料・肥料部門では，最終需要からの波及効果がより間接的なため，移輸出0．0008以外  

の付加価値誘発効果は0である。また，たばこ部門では移輸出0．0184が付加価値の圧倒  

的大部分を誘発し，次いで在庫純増0．0042がこれに次いでいる。これらの結果から，香  

川県の農業および農業関連産業部門の付加価値はその殆どの部門について他府県への移  

出または輸出により誘発されていることが分かる。   

他方，この結果を最終需要項目別に検討すると，民間消費需要が1単位増加した時に  

最も大きな付加価値が誘発されるのは，農林漁業関連部門では食料品部門0．0102が最も  

大きく，次いで耕種部門0．0057，漁業0．0019，農業サービス0．001，飲料部門0．0006，畜  

産0．0005となっている。しかし，全産業部門では，商業・不動産0．2391，サービス0．2223，  

輸送・倉庫0．0235，電気・ガス・水道0．0166が大きい。これらに比べると，農林漁業関  

連部門での付加価値誘発係数は圧倒的に低いことが分かる。また，政府支出の増加によ  
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る付加価値誘発係数は，サービス部門0．579で圧倒的に大きく，商業・不動産0．039，電気・  

ガス・水道0．019で大きい。農林業関連産業では，食料品0．0027，耕種0．0013と極めて小  

さい。さらに，固定資本形成の増加による付加価値誘発係数は建築・土木0．270で極めて  

大きく，商業・不動産0．085，サービス0．056でやや大きしミが，農林業関連産業では，耕  

種0．0007，畜産と食料品で各々0．0003，農業サービス0．0002と極めて小さい。このように，  

3大プロジェクトなどの大型公共投資の効果は主に第三次，第二次産業に大きく表れ，  

農林業関連産業部門への波及効果は相対的には必ずしも大きくないことが分かる。  

第6節 ゲラビテイ・モデルによる計測事例  

地域の経済発展を周辺都市との交流の強さにより説明する分析手法にダラビテイ・モ  

デルがある。この手法は，「当該地域と近傍の主要都市との交流の強さが両地域における  

経済活動の大きさ（租生産額など）の積に比例し，両地域間の時間距離の2乗に反比例  

する」という仮説に基づくものである。ここでは，これを次のように変形して適用した  

分析例を示すことにする。   

つまり，  

Ⅹib・Ye  
……… （5）  Ⅹi＝a●  

ここで，  

Ⅹi＝大阪市場へのi県の野菜出荷量  

Ⅹi＝i県の野菜総出荷量  

Y＝大阪市場野菜総入荷量  

Di＝i県内の道路事情およびi県と大阪市場との時間距離  

これは，さらに次のように定式化される  

K  
Di＝Li＋  

す  

ui＋2vi   

Ai   
……… （6）   Ri＝  

ここで，  

ui＝i県整備済み国道，県道，市町村道の道路延長  

vi＝i県有科道路延長  

Ai＝i県可住地面積  

上式の両辺を対数変換したうえ，各パラメーターを推定した結果が表12である。上式の  

外生変数の将来値を一定の仮定の下で外挿して代入することにより，この推定結果に基  

づいて，大阪市場における四国4県の野菜出荷量のシェアに関して西暦2000年までの予  
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測を行った結果が図6である（文献〔6〕）。この分析例によると，現在，最高のシェア  

を占めている徳島県や徐々にシェアを下げつつある高知県のシェアが今後さらに縮小し，  

愛媛県が停滞気味に推移するのに対して，㌧香川県は1990年の9％から2000年には17ヲ占へ  

と大きくシェアを拡大することが分かる。これは，まさに，瀬戸大橋の開通，新高松空  

港の開港，四国横断自動車道の整備という陸海空にわたる高速輸送体系の整備を目指し  

た3大プロジェクトによる誘発効果であるといえる。このように3大プロジェクトが香  

川県に与える影響に関して，農業生産面や経営面の内部環境への効果は必ずしも大きい  

とは言えないが，市場流通面などの外部環境への効果は決して小さくはないことが知ら  

れる。しかし，これは生鮮性が重視される野菜のみについての分析事例であり，またこ  

のような単純な仮定の下での長期予測の信頼性に問題がないわけでもない。  

第7蔀 お わ り に  

香川県経済の情勢変化に関して，三大プロジェクト及びその後の公共投資によるイン   

フラ整備は，香川県経済全体としては，かなりのインパクトをもたらしたものの，農業   

部門については，それほど大きな改善効果は生じなかった。具体的には，大阪など，主   

要市場への時間距離が短縮されたことにより，出荷量の拡大が期待されたが，高速道路   

通行料が高く，従来通り，水路での出荷の方が安く済むため，鮮度が重視される野菜等   

以外の農産物についてはそれほど大きな変化はもたらさなかった。しかし，ダラピティ   

モデルによる予測では，大阪市場への野菜の出荷は2000年にかけて，四国4県の中でも   

香川県が最も大きく伸びることが予想されている。   

逆に近畿圏への通勤が可能となったため，あるいは地域内への農村企業進出により農   

村の若手労働力に対する非農業部門での雇用機会が増加したため，農村における労働力   

不足（特に担い手，後継者不足）を深刻化させた傾向が見られる。   

また，その効果は地域的に大きく異なっており，高松を中心とする北部地域にはかな   

りの効果をもたらしたが他の地域には大きな影響は生じていない。   

香川県経済を取り巻く外的環境情勢が大きく変化する中で，「香川県は相対的に豊かな   

のかどうか，それを維持していくのに農業は重要なのかどうか」，「四国4県の中で1番   

豊かである香川県農業と他の四国3県の農業とを比較した場合，地域格差が広がってい   

るのか，同質化しているのか，この格差は是正されるのかどうか」という議論が繰り返   

されてきた。これらの議論に関して，一人当たり県民所得の尺度でとらえる限り，香川   

県は相対的に豊かである。しかし，地域産業連関分析のところで論じたように，この状  

態を維持していくのに農業部門は必ずしも戦略的な部門ではか－。影響力係数でみると，  

1を上回る作物部門が農業部門の中に幾つかあるが，その租生産額が小さいため，全経   

済への波及効果はあまり大きくなし㌔ さらに，付加価値係数は多くの農業部門でかなり  
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表12 ダラビテイ・モデルの計測事例  

県名   係  数   

定数項  決定係数   自県絶 大阪中央 距離要因  

出荷量 卸売市場  

総出荷量   

徳島  1．361 －0．506 － 2．590  6．706  0．95   

香川  1．177  －2．189  17．090  78．747  0．86   

愛媛  0．702  1．374   4．058  －11．280  0．95   

高知  －0．222   0．287 －10．501  －11．353  0．60   

（出所：文献〔6〕）  
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低い。従って，香川県経済の豊かさを維持していくのに対して，農業部門の振興だけで  

は十分ではない。しかし，かといって農業部門を軽視すべきではない。農業部門の維持  

振興の意義はもっと他のところにある。つまり，緊急時の安全保証，地域環境・社会の  

維持，社会コミュニティーの形成などである。   

香川県農業に求められているのは，豊かさ維持の為の単なる量的拡大ではなく，農地  

流動化による規模拡大などの効率化を伴う質的改善である。   

シフトシェア分析のところで示したように，地域格差は広がっていると見るべきであ  

る。具体的には，後継者や担い手，意欲的農家のいる地域は限定されており，こうした  

地域ではますます上昇傾向を強めるが他の地域は現状維持または相対的に衰退傾向が強  

まっているといえる。シフトシェア分析のところで，地域成長効果が多くの農産物でマ  

イナスであることからもこの事情が確認される。  
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